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1.授 業 へ の 導 入
授業の目標をはっき り定めた後,必 要なものだけで授業の態勢を整 えることは重要であ
る。何がその時間の目標なのかを授業の形式のうえか らも明確にするために,目 的にかなっ
た椅子の配置,雰 囲気づ くりが必要である。準備作業が授業への導入 になる。
(1)民話を楽 しむ,(2)感 想や意見の根拠について考 える,こ とに集中しようとする場合,
身一つあれば足 りる。 どの授業 にも間に合 うように整えられている教室の形式やさまざま
な道具が,か えってじゃまになることもある。書 く必要がない場合,筆 記用具はいらない
し,書 くための机 もいらない。話 を聞いて発表する授業の場合,み んなの声が楽に届 く範
囲内に集 まればいい。 じゅうたんを敷いた部屋や畳の部屋があれば,そ こに座 り込んでも
いい。椅子を,黒 板を前にして半円状に並べる形が,伝 統的な教室ではやりやすいだろう。
教師のほうでも,教 卓 をとりのぞき,体 一つで子 どもたちに囲 まれた中に立てばいい。もっ
とも実際には,何 かの資料やメモを見れるような工夫は外せないかも知れないが。
時間になれぼ始 まるテレビのように,子 どもの意欲 と関わ りな く授業を始めると,た と
えおもしろい内容でも,子 どもは受身のままで時間が流れて しまう。おもしろそうだから
とひ ょいと取 り上げた資料で,子 どもたちの反応 はそれほ どで もなかったという場合があ
る。授業開始の ときに教師の側で,形 式の うえから,別 にたいした授業 じゃないよという
サインを送 って始めた授業には,子 どももそのつもりで付 き合 う。さりげな くあるいは気
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楽に始めることと,今 からやることが重要ではないとい うサインを送 ることとは違 う。わ
ざわざ見 に行った映画が,さ りげな く(し かし周到に準備 されて)始 まると,む しろ期待
が高まる。
 「今 日使 うのは,考 える力です。」  導入をこの一言で終 えて,資 料に入れる授業は,
一般的に優れている。予め子 どもたちの授業への構 えができているからである。準備作業
で期待を高めた り,心 構 えができていれば,授 業内容を前 もってちらつかせて気を引 くよ
うな ことをしな くていい。授業の核心を一言で示す導入で始 めていい。
II.い まは何の時間か,確 認の意味
 その時間に何 をやるのかが子 どもたちに明確になっていることは重要である。何のため
に,あ るいは何 を,を 明確 にしておかなけれぼ,子 どもが自分で考 えて行動することはで
きない。何をやるか明確でなければ,教 師の発問や指示に,た だつき従ってい く子 どもの
群れが生 まれる。
 一般的な最初の確認は,何 の時間か,で あろう。多 くの場合に教師は,何 の授業 を始め
るかを日直の子 を通 して全体に確認させ る。なにげないことであるが,道 徳の授業の場合
も,ほ かの教科 と同 じでよいのか,考 えてみたい。道徳の時間であることを宣言すること
が,道 徳的によい とされる枠内での発言 を子 どもに心が けさせることになるとすれば,必
ずしも深い授業 にならないだろう。
II-1.教 科 との 違 い
 算数は算数の問題 として考え,社 会は社会的視点か ら考えることができれぼ,授 業 とし
て悪 くない。算数 としてよい考 えを心が けて,妥 当な発言ができるようになれぼ,授 業の
目標は達成される。理解 しているか ら,説 明できると考 えていい。算数の応用問題で リン
ゴの売買がでてきたとしても,リ ンゴがおいしいか どうか,示 された値段が安い と感 じる
か どうか,現 実感覚にこだわって もらわない方がいい。 そのリンゴは嫌いだ,そ んな安い
リンゴは今 どきないなどの感情 は度外視 して問題をといて くれれぼいい。
 魚屋にどんな魚が並べられているかを,社 会科においては,例 えぼ流通の視点か ら観察
することが求められ る。だから,魚 屋の手さぼきの見事 さにひたす ら感動 してじっと見つ
め られては授業 にならない。魚屋を見 るにはほかの視点があるにしても,社 会的視点から
見ることが求め られ る。魚屋の手ぎわのよさに関心を示した子 どもでも,流 通 という視点
を知ってもらわなけれぼならない というのが社会科 としての要請である。社会的な事象 と
して見た発言がで きるようなら,授 業の目標は達成 されることになろう。流通 という視点
か らみればこうい うことだとわかれば,実 際お もしろかったのは手際のよさだったとして
も,そ れはそれで よい。
 道徳では,何 が道徳的によいかを理解するだけでは不十分だと考えられている。行為を
求める授業が多い。感情 も,道 徳的理解 を支援することが求められる。行為 にむけて道徳
的心情 を高める,と いうわけである。道徳の視点か ら考えることができる,で はなかなか
無罪放免 としない。道徳授業の目標の多 くは,視 点だけでな く,感 情や,行 為 まで視野に
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入れている。 この点で,ほ かの教科 と異なる。
 道徳的な視点からの発言がで きる とい うことは大切なことである。 しか し建前だけの発
言ではないかと教師に警戒を起 こさせることもある。授業で子 どもは,考 え方を道徳的な
方向に変えて,さ らに行動 を変えてい くように期待されるか,あ るいは,感 情 を高めて,
行為へと動 くように期待 されるか,ど ちらかを45分で達成するよう望まれている。道徳の
目標が,授 業1時 間で子 どもの行動様式までの改造をめざすようにみえるとき,教 科の1
時間に比べて,目 標は大 きい。多 くの教師が,理 想的な道徳授業 を,判 断の変化か ら行為
の変化 を,ま た心情の高まりか ら行為をもたらすべきものと受け取 っているのは事実であ
る。 しかし,目 標を高 く掲げればそれだけ,授 業は失敗にな りやす く,力 をいれればそれ
だけ,空 回りにな りやすい。道徳授業が空 しい とも言われるところであろう。
II-2.道 徳上の発言についての三つの局面
 行為まで視野にいれると,道 徳的な発言 をできるようになることでは,必 ずしも求める
力がついたことにならない。その点は,教 科 と異なる。 しか しまた,道 徳的に考えた時ど
う判断すればいいか理解するのはたやすいことではない。道徳にかなう発言がで きること
について,基 本的に2つ に分けておきたい。
II-2.1つ は,道 徳 にかなう発言がで きることを,授 業の成果 と見なしうる場合。 これ
    を,知 識の側面 と,判 断 とに分ける。  '
II-3.2つ めには,道徳にかなう発言をすることが,中 心的な意味をもたない場合である。
II-2 一一 1.道 徳 の た め の 知 識
 今までできなかったことができるようになるという意味で,道 徳的な発言がで きるよう
になる場合 を考えよう。
 例えば,校 長先生に出会ったら挨拶をすることがいい と知った場合。あるいは高学年 に
なれぼ,挨 拶の腰を折 る角度に三通 りあると知る場合。
 子 どもは,ほ かの教科 と同様に,新 しい知識 を得た。そ こで次の道徳の時間か らは,挨
拶はいいことです と発言するかも知れない。実際試 してみるかも知れない。試 して,好 意
的反応が返って くれぼ,知 識の妥当性が確認 された ことになるし,忘 れていて諭されれば
次からは気をつけるかも知れない。それは,あ たか も信号機の赤では渡 らず青で渡れとい
うような,学 校内交通規則 として受け取 られていて も,現 れるところは同様である。子 ど
もにとって挨拶すべ き理由は,さ まざまの場合 に明瞭ではないから。なぜほかの大人では
な く,校 長 と呼ばれる大人 に対 して特別な態度 をとる必要があるのか,相 手の名前 も特 に
定かでなかった り,人 物 については知 らないのに。しかしともか くも,挨 拶という今 まで
知 らなかったことを知 り,一 般的に道徳的によい と見なされる発言ができるようになった。
 交通規則のように挨拶する子 どもを,ほ んとうの道徳的態度が育 っていない と,す ぐに
批判する必要はないだろう。挨拶は,人 間の社会的な交通関係であ り,儀 礼の側面をもつ。
どのような挨拶の形式が どのように受 け取 られるかは,知 ってお くべき,社 会のルールに
属する。握手するか,抱 擁iするか,相 手 と空間的距離を保 った まま体 を折るか,挨 拶形式
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の文化圏による違い,サ ブカルチャー内での,例 えば先輩に対する特別な挨拶のし方,ま
た,デ パー トやレス トランでのサービスとしての挨拶,さ らに,挨 拶ぬきでつきあう関係
な ど,ど こでどのような挨拶を採用すべ きかは知識 と経験 による。知 らない場合,人 の示
唆に頼 るか,見 よう見 まねで習 う。学校教育の時間に取 りあげる挨拶は,日 本社会で一般
的に通用する(べ き)儀 礼を教 える。挨拶の形式について,な ぜそのようにしなけれぼな
らないかは,一 般的にそのように認知 されているか ら,と いう以上の理由は,つ まるとこ
ろない。
 子 どもが,一 般的社会的儀礼 としての挨拶を受け入れる理由は,ま た別に もありうる。
怒 られるから,ま わ りの人や親がいいことだ と言 うから,あ るいは,校 長先生は親が特別
な態度をとる相手だから。さらに,挨 拶によって自分がいい子だ との認知 を受け,学 校が
居心地のいい場所になるから,な ど。
 そこから,理 由の水準を深める道徳の時間を構想することができる。対話の始 まりとし
ての意味,相 手を尊重する意味など,挨 拶が人間どうしの関係に行 きつ くとすれば,人 と
人 との関わ り方を問うことになろう。道徳の授業 としては,人 との関わ りを考 えることが
軸にな凱
 その場合挨拶があらわす関係一般にはしか し,に こやかな挨拶のサービスが利益の向上
につながるという,経 営上計算 された関わ り方 もふ くまれる。相手がある以上,対 象 とな
る先生が挨拶 したい人であるか否か,人 柄 も問われる。挨拶が関係 を表現するのであるな
らぼ,児 童生徒の善良 さにもとつ く挨拶だけを,一 方的に求めるわけにいかない。 しか し
また,見 えている人 との関係だけに,人 間関係が限定 されるわけではないことを思えば,
挨拶の意味あいも変わって くる。社会科で学んだ流通は,魚 をとった り運んだ りする人 を
思い起 こさせ るし,墓 地 にお もむ くことは,過 去につながる人々を思い起 こさせ る。人 と
の関係をどのように取 り結んでい くかが,道 徳 としては挨拶をとりあげる基本になる。
 とはいえ,挨 拶には,社 会生活を送 るうえで知ってお くべ きルール という側面が含 まれ
ている。一般 に道徳授業であつか う内容のなかには,知 ってお くべき手続 きのための知識
が含まれる。 このような事柄 は,知 識 として処理 しうる。それが,道 徳の名 にあたいする
か,ま た道徳だ としても浅いものではないか と考えられるとしても。
 社会的儀礼やルール といった表現のし方 については,知 識を獲得することによって適当
な発言ができることが,道 徳授業の一つの成果になる。
II-2-2.価 値 が 新 た に 明 確 に な る
 さらに,道 徳的にどう判断したらよいか,今 までわか らなかったが,新 たに発言で きる
ようになった場合 を考えてみるべ きであろう。ある場面において道徳的によいとされ る態
度が どのようなものかを,道 徳の時間をとおして知 ることができれば,授 業 としては成果
をあげたことになる。
 そこで,道 徳資料には基本的に,優 れた態度が描かれていなければならない。 これは当
然の ようで,無 視 されがちな原則だ と思 う。むしろ,愚 かな好意を示 し,そ の行為が望ま
ぬ結果 を招 くさまを描いたもの,こ ういうことをした らいけない と怒 るかのような資料 も
多い。イソップ型の資料がそうである1)。
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 また,ど ちらにするかを子 どもたちに言わせた後で,一 方が正 しい と判定 してみせるタ
イプの授業 もある。本音の発言 と道徳的価値を含む発言を半々 くらいに出させ,欲 望を克
服 して道徳的行為へ というレールを敷 く型は,道 徳的価値をふ りかざす授業に多い。子 ど
もたちは目指す価値のよいことはすでに知っているはず,実 行させ る工夫が道徳授業の眼
目であるといった考 え方による道徳授業がある。 目指す道徳的価値 について明確に,あ る
いは深 く知 ることが,実 際への行為につながるという考えによる授業は意外 に少ない。
 道徳授業において,子 どもたちが価値 について新しく学ぶ ところのあることが,基 本で
なければならない。子 どもたちのなかで価値が明確 にな り,あ るいは深 まるとともに,、教
師 も共に学ぶ という,教 師 と子 どものあるべ き関係が,道 徳授業 に際 しては教師集団のな
かで語 られるのをあまり見受けないのも,道 徳授業の浅 さの現れではないか と気になる。
道徳授業をどう進めるかの検討や授業をとおして,教 師 自身の価値の見方が深まるならば,
道徳授業は教師にとっておもしろくなるだ ろう。そのような途 を考えるべきである。
 優れた行為を知ることは,教 師に とっても子 どもにとって も,喜 びであるはずだ。 どの
ような状況のなかで,ど のように考え,優 れた判断にいたったか,思 慮の深さは自分の判
断のよりどころとなるだろう。 どのようにして優れた人格が形成されたかは,成 長 しよう
とする者に とって勇気をあたえるだろう。
 例えば,希 望をもつことはいいことだ と知 っているとしても,教 師が注意を促せば希望
をもつということにはな らない。ましてや,希 望をもって生 きることがいいことだと知 っ
ているからといって,希 望をもてないのは生徒に責任があるとはいえない。希望 とは何な
のかを考えるよりも先 に,多 くの教師がありあわせの資料で,あ りあわせの授業をしてい
るような疑いをぬぐい去れない。
 ギリシア悲劇の 「オイディプス王」や 「救いを求める女たち」2)を知 ると,い ずれの選択
肢を選び とっても亡びへの道であ り,希 望の入 りこむ余地はないように思える。 また,仏
教に通 じる者が希望 といえども人の欲であると喝破するか も知れない。希望はもてるのか,
もつことがいいのか,簡 単ではない。希望 をもつ ことによって人が生へ,よ りよい生へ導
かれる,そ のことを認めるとして も,何 が希望であ り,い かにしてもてるのか,道 徳の資
料で充分に答えることはできな くても,一 つの答,あ るいは一つの答 となる生 き方が示さ
れるべきであろう。
 そのような希望 についての道徳の授業 は子 どもには難 しすぎるのだろう。 自殺 を考える
子 どもは,ど の選択肢を考 えてみても望み無しと考えたであろうか。その子 どもに対して,
いわゆる道徳授業の希望はかかわ りのない ものだったのだろうか。多 くの教師が,今 まで
の道徳の授業に否定的にならざるをえない とすれば,残 念である。
 希望 という観点からいえば,註3に 示 した終末のための資料では3),家族の支えが人を絶
望から救いだした。また,「魔法の指輪」4)では,将 来おお きな望みが実現すると信じられる
ことが希望であった。子 どものための多 くの物語は,例 えぼ冒険物語 という形で,大 きな
希望 とその実現 にいたるおもしろさを語っている。授業用 に手 ごろであるかどうかを無視
してしまえば,希 望に胸おどらせる物語が子 どもたちのまわ りに数多 く存在する。生きる
ことへの希望は,子 どもたちが聞 きたいメッセージであるか ら。良質なメッセージである
かどうかは吟味が必要であるとしても,子 どもたちは,こ れ らの物語か ら,さ まざまな希
望のあり方 を知 る。
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 道徳教育で,新 たに希望 について知ることは可能である。希望にとどまらず,一 つの価
値 について認識を新たにするような資料が見いだされ,授 業が構想 されるべきである。 こ
のような授業は,何 より,一 つの価値について新 しい認識を獲得することを主眼 とするこ
とになる。新 しく知ることが,道 徳の授業 においても目標になる。そして子 どもが,新 し
く知ったことを言葉 として確認することも授業において重要な意味を持つ。
II-3.道 徳 で な け れ ば な らな い か
 子 どもが道徳の価値 にかなう発言をする場合,道 徳的な言表が可能 になっているという
肯定的な側面 について,こ れ まで述べた。 しかし,道 徳授業で行為 までを求める場合,言
表だけでは不十分だということになる。子 どもの行為を規定しようという点に,道 徳 と教
科の大 きな違いがある。行為に現れて道徳の授業が完結するものならば,道 徳的認識や発
言は,一 つのステップに過ぎない ことになる。
 ここで注意したいのは,行 為を目指す ことと,行 為に現れなければ成果がないと判定す
ることとの違いである。
 授業でやったからそうする,注 意 されているのにやらない,と 道徳授業 と行為 を直接 に
結び付ける言い方がある。発言 と行為の結び付 きが直接的に強いのは,命 令である。だが
道徳授業に,命 令の実行 という図式 を忍び込 ませてはならない。道徳授業 を,形 を変えた
命令の場にして,子 どもを,教 師の命令を遂行する存在 におとしめてはならない。徳 目主
義の授業が批判され,説 教的な道徳授業が嫌われるのは,子 どもの主体性 をないが しろに
し,道 徳授業を命令の場にするか らである。教師の発言 と子 どもの行為の間には,子 ども
の主体性があり,子 どもの主体 こそ授業で尊重され るべきである。
 特 に道徳 に関わる認識は,価 値観 という人の心に関わる事柄であり,注 意深 くなければ
ならない。教科書の何頁を開きなさい,と,希 望をもちなさい,と は違 う。一方は手続 き
であり,他 方は心のありかたである。手続 きは妥当だ と認知された目標から合理的に演繹
され,そ れ自体は価値判断ではない。希望は目標を定 めさせる,そ の人の生 きかたをかけ
た価値判断である。
 ところが,道 徳のなかに も,手 続 きとして処理できる事柄がある。その一つは,挨 拶の
しかたである。腰 を折ること自体は,手 続 きである。再び挨拶をとりあげるところから,
論 を進める。
 教師が挨拶の練習 として,腰 を折る角度の正確 さに熱心になるほど,ま たその実行 を強
く迫れぼそれだけ,挨 拶は,子 どもにとって手続 きとして処理されることにもなろう。教
師のうるささを避 けるという目標のための,心 を動かさない手続きとして。あるいは,大
人に自分を好意的に受 け取ってもらうため,と いう目標 もある。実は昔そうだったと回顧
する大学生は多い。 また実際社会のなかで,サ ービスのための挨拶 もある。行為に現れた
ことが,道 徳的心情の結果ではない こともある。
 学校で教えられる挨拶の仕方 は,日 本の大人社会で公的に通用する。だから,友 人同士
の私的な場面ではかえってぎこちなく,笑 いの種 にす らなる場合がある。サブカルチャー
のなかでは,挨 拶の表現形式が異なる。文化体系が異なると,握 手や抱擁に対 して,日 本
式の,接 触がな く空間的距離 を保 った挨拶は,冷 たいと受 け取 られる。 とすれぼ,挨 拶は
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場の違いを知 り,使 い分けなければならない。手続 きの性格をもつ事柄 には,使 い分けが
付 きまとう。公的に通用する挨拶の形を教 えることが,子 どもには,場 に応 じて使い分 け
なければならないと語 ることになる。
 道徳資料からひきだされる問題のなかに,手 続 きとして処理できるものがある。次の場
合,道 徳的に考えな くて も解決可能 と思われる:「 どっちにしようか」 と主人公が,放 課
後 に友だちと始めた野球 と,学 校へ出がけにかわ した母親 との帰宅約束 との間で悩む とい
う場合。悩みを解消するには,遊 びを打ち切 らなければならないのか,遅 らせても支障の
ない約束なのか;電 話 して母親 に問い合わせればいい。味方の攻撃中に席を外 して電話す
ればすむだろうし,決 められた回数でゲームは終わ り,終 了予定時刻 もある程度予想で き
よう。 もっとも,教 師の側ではなんとか道徳の問題 に仕立てようと,ゲ ームは終わ りそう
にないとか,近 くに電話がない とか,母 親は連絡 を受 けられない状態であるとか,さ まざ
まな条件 をつけて くるだろうが。それにして も,「 どっちにしようか」の問題は,道 徳 とし
て考えな くても,野 球 と約束 との二つの要求を調整する手続 きが見つかれば解消へ と向う。
 道徳の授業時間には,道 徳的に考えなければならない と心得 るべ きであり,場 にそぐわ
ない発言をしてはならないとするべ きではない。
 授業の始めに何の時間であるか明 らかにすることが,子 どもたちに,道 徳授業時間用の
答を用意させることになる場合,授 業時間中の答はいつ も,も し道徳的に考える とすれば,
という仮定のうえにな りたつ。学校での授業 という場 を離れれば,仮 定からは解放 される。
もはや,場 が違 うから,前 提が違う。そこで子 どもは使い分 ける。
 提出された問題が,道 徳以外の問題 として処理可能な場合でも,子 どもが道徳の場に応
じて答を考えて くれることによって,道 徳 としての授業は成立することになる。そして,
子 どもが学校の道徳の時間用 に答を準備 しようと身構 えることに罪はない。
 市場の魚屋さんを見学することか ら社会科の視点だけがでて くるわけではないように,
魚がかわいそうと言い出す子 どもがでてきて も,そ う思うなとは言えないように,「どっち
にしようか」で道徳 とは別様の答 もでて くる可能性がある。自分だったら電話する,あ と
は返事 しだいで考えればいいと思った子 どもが,遊 びたいという欲望を克服して親 との約
束を守るという授業の図式にのれないまま1時 間を過 ごす こともあろう。教師が,さ まざ
まな条件をつけてそう思うことから授業に引き戻そうとしても,そ れは,魚 がかわいそう
と思 うなと言えないと同様,難 しい。家 に帰ってその子が,道 徳授業の枠を外れて,母 親
に,そ んなとき電話 していいかと尋ねるとき,い いわよ,と の答 は多いだろう。特 に悪い
とも思えないから。母親の答を聞いて,子 どもが,な んだそれでいいじゃないかと思えば,
その子の場合の問題は片付 く。道徳授業はその子にとって意味 をもたない。資料の提示す
る内容が,道 徳の課題 に価するかどうか,吟 味の必要な所以である。
 魚屋のできごとが,社 会科だけでな く,理 科にも家庭科にも算数にも,あ るいは道徳に
も視点を提供 しうるように,一 つのまとまった資料は,道 徳だけに使われな くてもよい。
人の生 き方を描いた資料が,国 語 にも使 えることはある。道徳だけに使 えるように作品を
作 り変えることで無理が生じることも多い。魚屋見学 も,一 つの資料である。一資料,多
教科 ・多時間授業 もあ りうる。
 子どもたちは現在学校で,一 日に複数の授業をこなす。1日5時 間の異なる授業があれ
ば,5つ の異なる視点に立つ ことが要求されることになる。道徳 も,一 つの授業,一 つの
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視点にすぎない。さまざまな教科や道徳が混合 している学校のカリキュラムのなかで,授
業間をどう統合 し,授 業内容がモザイク的な寄せ集めではな く,統 合的な世界観 としての
まとまりをもちうるのか,一 つの人格の形成にどのようにして統合的に資するのか,教 育
学が明 らかにするべ き課題がある。全体の統合的原理が明 らかでない とき,明 確になって
いる原理 は,例 えば,受 験 に役立つか どうかである。
 い まは道徳の時間であるとの前提が子 どもに仮定の うえでの答 を出させ るとして も,そ
してそれは必ずしも好 ましくない としても,学 校や生活全体のなかで,道 徳の位置づけが
子 どもに明 らかであれば,位 置づけられた仮定 となる。仮定は宙 に浮いていない。 どの場
合に,道 徳的視点に立つのか,使 い分 けの準拠枠が示 されている。これまでのところ,い
つ どのように使 い分 けるかの準拠枠は,た ぶんに子 どもの生活経験に任 されている。1時
間の道徳授業が優れていたとして も,道 徳を位置づけている準拠枠ないし世界観 に届かな
けれぼ,子 どもの行為の変換に結び付かない。
III.民 話 の 語 りは じめ
 昔話 を語 り始めることも,な んの準備や導入 もなしにおこなわれたのではなかった。語
る場 は,お ごそかに設定された。導入によって生活の場での位置づけが示された。昔話伝
承の場は,「ハ レの日の,し かも夜に限って部落の大人たちが赫 く燃え続 ける火 を中心にひ
と処 に寄 り集 う。 これによって,は じめて語 りの場 を形成する要因 と絶対条件が満足され
るのであった」5)。そして,語 ることによって これから創 りだされる世界は,通 常世界 とは
異なるとの発言から始まる。「それは,誓 言 とも誓詞 ともいえる性質を備 えていて然 るべ き
ものであった。…以前には,囲 炉裏の横座 に位す るもの,し たがって,部 落の最古老 とか,
家の,そ れも本家筋の長老 とか,そ の日の語 りの場の提供者 とかが適格者なのであったろ
う。古 くに充分推測し得るのは,村 々の信仰面における依標であった巫女的性格の所有者
がその任に当ることであった。そうした人たちが口を開 き,荘 重に語 りの宣言をしたのに
違いない」6)
 昔話にい くつかの系統 を認めうる。「炉端の家系伝承 は,昔 話 を練 り鍛 え,洗 い流 して,
話型を創 りあげ,抜 きさしな らないことばを選び伝 える」7)。ハレの経路の伝 えられる昔話
に対 して,い わばケの道 として話の世界がある。「昔の世界は,現 実の事件から養分を吸い
あげ,流 動 し変化 しながら,世 間話の席を渡 り歩 く」8)。炉端伝承の座 において語 り継 ぐ語
り手,し か も忠実な語 り手に女性が多いのは,世 間話の洗礼をほとん ど受 けないか らだ。
これに対 して,世 間師たちが笑い話の人気者 として各地 を渡 り歩 く。話の中核に歌があ り,
歌が笑いの中心 にある話は,「座頭,瞥 女のたぐいがおそ らくは持 ちこん」9)で,語り伝えら
れ,「 屍ふ り嫁」(「へやのおこり」 ともいう)系 統の笑話は,「座頭な どの手によって,屍
ひ り話が異常 に誇張,発 展させられ,笑 話化 していったものであろう」。10)
 ゴゼ歌をはじめ,「 口語 り」 といえる方法で語 られる語 り物があった,こ れは,「聴衆 を
前にしてその場その場で,物 語 を新 しく,し かも急速に作 り出す方法で」多 くの決 まり文
句が活用されているとい う11)。
 現代の民話 について,木 下順二は,「 … 『民話』ということばを,… 『民衆の話』の略語
と考 えて もよかろうではないか と,ぼ くは考 えるのである。(段 落)そ して,だ とすれぼ,
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『民話』は古来の 『昔話』 を受 けつぎつつ今 日新 しく生まれていいのであり,ま た新 しく
生 まれている」12)と主張する。
 現代においても,物 語は語 られている。その一つは,書 かれた原文 に忠実な語 り聞かせ
(ス トーリーテリング)で ある。教室で用いられるべき有力な方法が これであろう。教師
は,原 文 となるもとの書かれた物語 るを持っている。 しかし,子 どもの目を見なが ら直接
に物語を伝え,反 応を見ながら語 り進 められる点で,語 り聞かせ(ス トーリーテリング)
はす ぐれている。文字を読む場合に読み難い字が妨げにな り物語 に入 り込めない子 どもで
も,耳 からはいるため,抵 抗が少ない。語 りは,淡 々と語るのであるが,語 りにやは り解
釈があり,語 る呼吸から伝わるものがある。 それが聴 き手に,平 板 な文字を目で追 うより
も,物 語 をわか りやす くする。わか らない部分は聞 き流せる利点がある。教師にとって,
あるいは最初は,絵 や資料文の背後に己を隠す ことができないために,わ が身を子 どもの
前にさらす不安を覚 えるか も知れない。 しかし,そ れだけ,子 どもと直接に向かい合うの
だ といえる。 この語 り聞かせの場合,語 り手はことさらに聴 き手を楽 しませるために声色
を使 った り,言 葉 を部分的に強調する必要はない。物語を淡々 と語ることで,む しろ聞 き
手のなかで ドラマが彩 り豊かに展開すればいい。
 文字文化が主流であり,視 覚に訴える資料が現代的だ と考 えられがちな学校教育 におい
て,聴 覚を基本にした語 りが,も っと位置づけられるべ きであろう。眼を奪 うよりも,音
によるイメージ喚起力に意義を見いだしていい。
 昔話がそもそも,巫 女,村 の最古老,本 家の長老にまず担われていた ことからしても,
安心して聞ける語 り手,そ れな りの権威 ある語 り手が,聞 き手を心おきなく集中させる。
それは,母 親 という語 り手の有効性 に?い て現代,言 われるところ とも共通する。学校に
おいて担任の教師は,子 どもにとって,慣 れ親 しんだ声であり,そ れなりに権威 を持って
いるはずである。担任の教師による肉声の語 りが望 ましい。
 昔話が,ハ レの日の夜,皆 で集い,火 を囲んで語 られたように,現 代の語 り聞かせ(ス
トー リーテリング)に おいて も明 りを調整 し,ろ うそくを灯し,そ れなりの準備をする。
語ることも,聞 くことも,テ レビのスイッチをひねるようにしては,必 ずしもうまくいか
ない。授業においても,教 師の最初の台詞による導入以前に,形 式による導入が工夫 され
るべきである。
 昔話が,一 夜 にいくつも語 り継がれる際には,全 体の切 り出しとして最初 に語 られる特
定の話があった という13)。それほどではな くても,「むかし語ってきかせ え!  さること
のあ りしかなか りしか知 らね ども,あ ったとして聞かねばならぬそよ一 」というような
導入がお こなわれる14)。現代の先述 した語 り聞かせでも,い くつかの話が語 られるとき,聞
き手の受け入れやすさや物語の効果を考えてではあるが,順 序 を考慮する。道徳授業にお
いて民話を利用する場合 にも,話 を切 り出す台詞を欠 くことはできない。 その際,形 式に
よる準備が整 っていれぼ,長 い台詞は必要ないだろう。「むかし」の一言で足 りると思う。
 さらに別の語 り方 もある。その場で物語 を新しく作 る自由さをゆるす語 りを授業に取 り
入れることも有効である。 もとの話を教師 と子どもの日常の会話文に変 えて,語 りなおす
ことも可能である。視覚 に訴える材料が生 きることもある。低学年の場合,い くつかの絵
を順に貼 り出しなが らス トー リーを話す。 また,年 間 を通 した道徳の時間のキャラクター
を設定 し,そ の主人公 をめ ぐる話 として資料 を語 りなおすや り方も効果があろう。
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 教師によって物語 られる話 は,人 の直接の声や,眼 差 しに乗せ られているだけに,力 を
もつ。す ぐれた話 を教師の口から聞 くことは,そ こに豊かな世界が うまれることである。
命令 という手続 きのための言葉より,す ぐれた物語が,子 どもたちの心情に深 く届いて,
判断において も動機づけにおいても,力 となるだろう。物語のなかで感じ,考 える方が,
道徳用に身構える授業 よりも,楽 しく,深 いだろう。
 語 り継がれた民話や,子 どもたちに数十年にわたって支持 された物語は,力 をもってい
る。楽 しみのうちに,必 要なメッセージを送 り,子 どものかかえる課題を解決する支援を
してきた。子 どもの聞 きたい話が,そ こにあった。子 どもにとって聞きたい人か ら語 られ
た。民話 は,大 きな遺産である。大いに活用したい。
 民話が語 られるとき,日 常生活 とは仕切 られた世界のなかで物語 られていた。語 り聞か
せには,場 を必要 とする。
 道徳 も,教 科 とは異なる位置をもってお り,場 を必要 とする。例 えば体育 は,運 動場や
体育館 という通常 とは異なる場で,異 なる態勢で始 まる。音楽 も,先 生が変わった り,道
具だてが教科 とは変わ り,音 という違 う世界をつ くり出す。道徳教育が,学 校教育のなか
で他 と違 った位置づ けにあり,違 った領域を扱 うな らぼ,違 う授業形式のなかで始 めるこ
とが,違 いを物語ることとになる。
 特に,民 話 を用い,物 語の世界 に入 り込むためには,そ のための場 と構 えをつ くること
が,授 業の成否 に関わる。場がつ くられ,構 えがで きて,子 どもたちが物語のなかをくぐっ
てい くことがで きれば,そ れだけで,す ぐれた民話や物語を用いた教育は成功 していると
言っていい。導入 を工夫 したい。
註
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2)ポ リスの守護神 に救いを求 める印をつけた女たちがや って来 る。女 たちを守 らないことは,自 らの守
護神 を裏切 る ことにな る。 しか し,女 たちを守 ることは,追 って くるエジプ ト軍 にポ リスが躁躍 される
 こ とを予想 させ る。いずれに しても,亡 びへの道であるが,選 ばなけれ ばな らない。同様の選択 の織 り
なす ドラマが,オ イデ ィプス王で も展開され る。 この 「運命劇」 としての流布 したギ リシア悲劇 の読み
方 についての論議 はさてお くとして,選 択が,明 るい未来 を選び とる といった ことですべての場合 を覆
い尽 くせない ことはみて とれよう。
3)家 族愛 を主題 にした授業の終末のための資料。
 拝啓
 雨 にうたれるアジサイの花が今年はひ ときわ美 し く感 じられ ます。
 家 にいて緑 あふれる山々を眺 められる幸せ を実感 してお ります。
 入院のお りには,た びたび心温 まるお見舞 いを頂戴致 しましてあ りが とうございました。心 よりお礼
申し上 げます。
 風邪 ひとつひいた ことのない健康だけが とりえだ った私 が,思 いがけず病 に倒 れ,子 宮ガ ンの告知 を
受 けてか らとい うもの,試 練 の毎 日で ございました。元気 な折 には,ガ ンの告知は当然 などとい きがっ
ていた私 も,自 分 自身が そうであることを知 った とき,も ろ くも崩れ落 ちて しまいました。現代の科学
 と医学 を信 じようという理性 とは別 に,恐 怖 と絶望の感情 をどうする こともで きませ んで した。 自分が
みじめで した。木 を見て もどれが首 を吊 りや すいだ ろうか と考 え,何 階か ら落ちた ら死 ぬのだ ろうか,
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冬 になった ら人の来ない深 い森で死のうと考えていました。
  この暗黒 の底か ら一筋の光明 を見いだす ことができたのは,夫 の限 りない愛情 と,た くましくも優 し
い子 どもたちの愛であ り,あ なた様 をはじめ,友 人 たちの絶 え間ない温 かいはげましと支 えであ りまし
た。
 娘は,看 護婦 のや ることをじっと見ていて,こ ち らが体 をふいてほしい と思 うときにふ いて くれるよ
 うにな りました。 どうすればいいの と聞 きもせず,看 護婦のする通 りすればいいわ けで しょう,と 言 い
なが ら。 こちらが甘 えてい るな と感 じた とき,娘 も大人 になった と思 いました。夫 は毎 日来て くれ まし
た。手術 のあと麻酔 から目を覚 ます と,手 を握 って夫が泣 いてい ました。私の方が泣 くに泣 けな くな り
 ました。その うち,泣 きなが ら看病 している人 たちを裏切 ってはいけない,と ことん看病 させてやろう
 と思うようにな りました。
  欠か さず葉書 を出 し続 けて くれた友,楽 しい詩 ばか りを集 めて必死 に励 まして くれた友,私 はこの と
 きほ ど自分がた くさんの人々 に支え られてい ると感 じた ことはありませんで した。家族の愛 と,友 人の
支えが,病 と戦 う勇気を私 に与 えて くれたのです。
  つ くづ く私は自分がガ ンであることを隠 さず,公 にして よかった と思います。みんなといっ しょに本
音で悩 み苦 しみ,試 練に耐 えることができました し,み んな といっしょにひ とまわ り大 き くなったよう
 な気がするのでござい ます。
  手術 から9か 月,化 学療法 を終 えて この6月 に退 院することがで きました。 ひとえに皆様のおかげだ
 と深 く感謝 申し上 げます。
  直接にお伺い してお礼 を申 し上 げるべ きところ,今 しばら く養生 した く,勝 手で はございますが書面
 にて失礼致 します。
  ほんとうにあ りが とうございました。
                                        か しこ
4>レ アンダー作,国 松孝二訳;ふ しぎなオルガン,所 収,1990,89～99頁:農 民が,一 つだけ願い事が
 かなう指輪 を手 にいれるが,持 ち帰 る途中,に せ もの とす り替 えられてしまう。 しか し彼は気付かない
 まま,働 いて手に入 るものは自分で手にいれ よう,願 いご とはとってお こうと働 きつづけ,大 百姓 になっ
 て,何 も願 わない まま亡 くな った。指輪は百姓 に とって希望だ った,と の解釈か ら,1991年2月 に時津
 の小学校で,5年 生を対象 に授業が行われた。
5)野 村純一;最 初 に語る昔話,日 本文学研究 資料新集10民 話の世界 ・常民のエ ネルギー,所 収,1990,
 39頁
6) ebenda
7)稲 田浩二;昔 話の生成 一 その伝承 ・伝播を通 じて一,前 掲書58頁
8) ebenda
9)稲 田浩二,前 掲論文,55～58頁
10)田 中文雄;へ やのお こり,稲 田,大 島,川 端,福 田,三 原編著,日 本 昔話事典,昭 和52年,833頁
11)山 本吉左右;犬 の鈴鷹 の鈴 轡の音 がさざめいて 一語る ことと書 くこと一,日 本文学研究資料新集
 10民話の世界,106頁
12)木 下順二;民 話 について,前 掲書,93頁                        ●
13)野 村純一,前 掲論文は この点 を主題 にしてい る。 そこでは,カ ッパが火を貸す と解 され る短い話が,
 最初に語 られる昔話 としてあげられている。
14)鹿 児島県黒島のもの として,河 合隼雄;昔 話 と日本人の心,巻 頭 に掲 げられた台詞。また,「 トン トあ
 るハナシ。あ ったか,i無 かったか は知 らね ども,昔 の事 なれば無か った事 もあったに して聞かねばなら
 ぬ」 との語 りは じめが,野 村伝四 によって紹介 されているとい う。(野 村純 一,前 掲論文,25頁)
                                 (1991年2月28日 受理)
